
家屋倒壊等氾濫想定区域図について

○家屋倒壊等氾濫想定区域設定の必要性
洪水時に家屋が流出・倒壊等のおそれがある範囲で、洪水時における
水平避難が必要な区域・垂直避難が可能な区域の判断等に有効な情報となります。

○家屋倒壊等氾濫想定区域の種類
家屋倒壊等氾濫想定区域は、【氾濫流】と【河岸侵食】の２種類あります。

・洪水時の河岸侵食により、
木造･非木造の家屋倒壊のおそれがある区域

【家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）】 【家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食）】

・河川堤防の決壊又は洪水氾濫流により、
木造家屋の倒壊のおそれがある区域


